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社会科学部学生論文集の刊行によせて
 早稲田大学社会科学総合学術院長　畑　　惠　子
　今年も『学生論文集』を刊行し、2013年度の社会科学部生の研究活動をご紹介
することができました。投稿者のみなさんの日頃の努力に敬意を表し、先生方の丁
寧なご指導に感謝申し上げます。学部創設 40周年を記念して 2004年度に始まった
『論文集』の刊行も 8年目となりました。刊行が続いていることを誇りに思うと同
時に、2016年度の学部創設 50周年に向けて、さらに学生たちの知的活動を推進
し、公開していかねばならないという思いを強くしています。
　論文は自分自身の研究の成果ですが、それを公表した段階で、その成果は他の
人々にも共有され、引き継がれていくことになります。ここに掲載されている論文
が先行研究サーベイを行っているように、今度は後輩たちが卒論やゼミ論を執筆す
るときに、掲載論文を参照するかもしれません。そしてそこに新しい視点や分析が
加えられて、そのテーマに関する考察が深められていくのです。論文を公表するこ
とは、こうした知的な蓄積作業に加わることを意味します。学部生の論文であって
もそれは同じです。
　2014年には早稲田大学の研究倫理が社会から厳しく問われる出来事が起きまし
た。大学院教育は学部教育の延長線上にありますから、研究倫理やその意識化、研
究作法の遵守は学部教育から始めねばなりません。その点においても、学部学生の
研究成果をこのような形で発表する意義は大きく、換言すれば『学生論文集』の刊
行は社会科学部の教育を世に問うことでもあると考えます。
　本号に収められている論文は、いずれも私たちが暮らす現実社会と密接にかかわ
る重要なテーマを扱っています。現代社会の互酬性・多文化共生の在り方・人種主
義、環境・エネルギー・企業戦略、ネット媒体・メディアの利用、事業展開、民主
2主義といった具体的な問題を実証的に研究したものから、思想・倫理を考察した論
文まで多彩です。まさに「学際性」、「社会性」、「国際性」を追究してきた社学らし
さにあふれています。
　またゼミナールでの共同研究も 5本あり、ゼミが学生の知的活動の中心的な場と
して機能していることがわかります。ゼミは必修ではありませんが、大学での学び
の醍醐味はそこにあります。ゼミ教育を充実すべく、2014年度からゼミナールⅠ
の開始が 2年生春学期に早まりましたので、これからは 3年間じっくりとゼミで各
自の関心テーマに打ち込むことが可能になります。今回の掲載論文を所属ゼミ数で
みると 8になります。60余のゼミがあることを考えると、いささか少ないように
も思われますが、『学生論文集』以外の場でも─たとえば 14号館 2階の掲示板を
ご覧ください─学生たちの知的活動が報告されているのは、みなさんご存じのと
おりです。これからはゼミの強化・充実によって、学生たちの研究活動もさらに活
性化するにちがいありません。社会科学部の学生たちはさまざまな機会を活用し
て、「社学生らしい学び」を深めてくれることでしょう。
　最後になりましたが、ご指導くださった先生方および編集作業の労をお取り下さ
った北村能寛先生に心から謝意を表します。
